
 

 

  

  

               

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

国語 

●学習指導要領の領域別の平均正答率における評価の観点の分類については、全ての区分において全国の平均正答率を上回っています。 

●本文中の図の役割を説明したものとして適切なものを選択する問題（２一）については、正答率が低くなっています。 

 

【学習指導要領の内容の平均正答率（％）】 

【国語 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合）】 

 

【国語 正答率（％）【設問ごと】（横軸：設問、縦軸：正答率）】 

 



 

 

 

  

 

               

 

 

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題別集計結果】 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題  

 

中学校 

国語 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

国語 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

【正答率】４４．５％ （豊中市） 

     ３９．６％ （大阪府） 

     ４４．７％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめ

ることができるかどうかをみる。 

【問題番号】１四 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ここがポイント － 

 
  話合いを通じて自分の考えをまとめる際には、何について

どのような目的で話し合っているかといった、目指している

到達点を常に意識し、互いの発言を結び付けられるようにす

ることが重要です。そのためには、話合いにおけるいずれの

段階においても、話題を意識しながらその経過を捉えて話し

たり聞いたりすることができるようにすることが大切です。

また、話合いの展開に応じて、互いの発言を結び付け、話し

合った内容を踏まえて自分の考えをまとめられるようにする

ことも大切です。 

中学校 

国語 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

【正答率】４４．５％ （豊中市） 

     ３９．６％ （大阪府） 

     ４４．７％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめ

ることができるかどうかをみる。 

【問題番号】１四 

 

【正答の条件】 

次の条件を満たして解答している。 

① フィルターバブル現象の特徴について取り上げ

ながら、これからどのように本を選びたいかを具

体的に書いている。 

② 【話し合いの一部】の誰の発言と結び付くのかが

分かるように書いている。 

③ 実際に話すように書いている。 

【正答例】 

・山岡さんの発言にあった、様々な人がおすすめの本を紹介しているウェブページを利用してみたいと思います。自分とは異なる価値観に意識して触れ、多様な意見に触れにくい状

態に陥らないようにすることが大切だと思いました。 

・藤田さんのように、どのような本を読みたいのかが決まっているときには、フィルターバブル現象を利用すると、たくさんの本から短時間で本を選ぶことができて便利だと思うの

で、情報の偏りに気を付けながら、インターネットを使って本を選ぶことも取り入れていきたいと思います。 

・今井さんが言うように、フィルターバブルには好みに合った本を選んで示してくれるという便利な面もあるし、藤田さんが言うように、それ以外の本に出合いにくくなることもあ

るので、本を選ぶときには、インターネットと図書館などとを使い分けたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

国語 
豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答率】７５．０％ （豊中市） 

     ７５．８％ （大阪府） 

     ７５．６％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

行書の特徴を理解しているかどうかをみる。 

【問題番号】４三 

４三 

 

― ここがポイント － 

 
 直線的な点画で構成されている漢字を行書で書く際には、点や画の形が丸みを帯びる場合が

あること、点や画の方向及び止め・はね・払いの形が変わる場合があること、点や画が連続

したり省略されたりする場合があること、筆順が変わる場合があることなどといった行書の

特徴を理解して書く必要があります。その際、楷書で書いた漢字と比較するなど、これまで

学習してきたことを踏まえて指導することが大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

国語 豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

 

【正答率】６０．４％ （豊中市） 

     ５３．４％ （大阪府） 

     ５３．８％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

文の成分の順序や照応について理解しているかどうかをみる。 

【問題番号】３ニ 

４三 

 

― ここがポイント － 

 
 日本語は、文の成分の順序が比較的柔軟であるという特徴をもっています。こ

のことを踏まえ、語順の違いによって表現がどのように変わってくるかを、

様々な文型について考え、理解することが必要です。その際、文の成分の順序

や照応などの文の構成に着目することが重要です。例えば、読み手の立場に立

って自分が書いた文章を推敲する機会などを捉えて、文の成分の順序や照応に

注目して文章を読み直し、分かりやすい文章に整えていくなどの学習活動が考

えられる。その際、これまでに学習した、主語と述語との関係、修飾語と被修

飾語との関係などの知識を活用することができるようにすることが大切です。 

※このテスト及びアンケート結果は、子どもたちの学力や学習状況、 

学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。 


